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私は今、生涯学習推進センター三階で、市民学芸員の

仲間と一緒にボランティアとして、俳優、左卜全の遺品

の整理をしております。これは世田谷区在住のご親族か

ら北野のご親戚をとおして彼の出生地である当市に寄贈

されたものです。大部分が映画、テレビ、ラジオ関係の

台本です。作業の手順は、二人一組で、写真撮影、封筒詰

め、「資料調査及び補修記録カード」の作成などですが、

今回の調査で最大の注目点は、「書き込み」です。何しろ、

あの飄々とした独特の雰囲気で黒沢監督にも重用された

個性豊かな俳優ですから、台本上の書き込みもまさに自

由奔放、表紙、裏表紙などに、何月何日何時何分、誰から

もらって、明日は何時にどこへとか、また、至る所に「世

界人類が平和でありますように」などと、非常な達筆で

書き込んであります。この書き込みは彼の人となり、思

想背景理解の大切な手がかりなので、漏らすことなく記

録しておかなければなりません。 

作業メンバーは、市主催の「市民学芸員養成講座」の修

了生で、生涯学習推進センター「ふるさと研究グループ」

の職員さんの指導の下、月 2回の午後 2時間ほど行って

います。ここには、今迄市内で発見され寄贈を受けた古

文書や民具などの資料が保管され、市民の目に触れる日

を待っています。しかし、元小学校の校舎ですから文化

財保護に適した設備ではなく、博物館としての基本的機

能を備えた設備を持つことが、郷土の貴重な文化財を、

次世代につないでいくために必要と考えております。 
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次回（第 52回）課題「疲れる」そして「自由題」 

締切り日：3月 20日、担当中島まで、どなたでも 

宛先 mh-naka@jcom.home.ne.jp Fax04-2928-1161 

 

みんなの広場 第 21回 

所沢に博物館を 

 

今月号の「広場」には初めて柳瀬荘黄林閣の管理人

の針生さんの原稿が掲載されました。 

針生さんとの出会いは 2 年前の初夏に柳瀬公民館

主催の柳瀬歴史ウォークに参加しその最終訪問先が

黄林閣でした。黄林閣は茶室のある西山は整備されて

いましたが東山が鬱蒼としていて立ち入り禁止とな

っていました。その時、我々のボランティア活動で整

備ができないだろうかと思い針生さんに声をかけた

のがきっかけです。 

それから 2年近く経ちますが竹林の伐採、常緑樹の

伐採、散策路の整備と階段作り、竹柵の作成等の作業

を行い以前とは見違えるほど整備されました。今年の

９月の散策路整備完成を目指しています。また、先日

東京国立博物館の環境部長や藤本所沢市長も来訪さ

れ喜んでおられたとのことでした。（稲村 記） 

 
「広場」問合せ 玉上 佳彦（090-2497-1076） 
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野老澤の歴史をたのしむ会 

佐野 弘太郎 
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